
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 少しずつ、確かに 積小為大の思いで・・・ 

 校長 島田静香 

 

新年度が始まり、一か月が経過しました。新しい

学級や先生、生活のリズムにも徐々に慣れ、児童・

生徒たちは自分らしく学校生活を送っています。朝

の登校や授業、休み時間など、日常の様々な場面で

見せる表情や姿から、落ち着きが感じられます。  

令和8年度 学校経営計画について 

さて、先日の全校保護者会では、令和8年度の学

校経営計画について御説明しました。 

今年度、本校では、 

〇児童・生徒の 人権尊重  

〇安心・安全な環境の確保  

〇障害や発達段階に応じた専門的な教育の推進  

〇保護者や地域社会との連携による共生社会の

実現  

を柱として運営してまいります。これらの方針は、一

度に形になるものではなく、日々の授業や生活の中

での小さな取組の積み重ねによって実現していくも

のだと考えています。 

「 積小為大（せきしょういだい） 」 という言葉が

あります。これは、小さな努力や成果の積み重ねが、

やがて大きな成果につながるという意味です。 

学校生活では、特別な出来事や目立つ成果だけが

成長を示すものではありません。日々の学習や生活

の中で得られる

小さな成功体験

や挑戦、安心して

過ごす毎日が、

児童・生徒たちの

力や自信へとつ

ながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

今後、具体的な取り組みや工夫については、学校

だよりやホームページで随時紹介していく予定です。

児童・生徒たちがどのような環境で、どのような学

習をしながら学校生活を送っているのかを発信して

いきます。 

安心・安全な学校生活のために 

学校生活が安定するこの時期は、安心・安全を守る

ために確認やお願いを改めて伝える場面もあります。

繰り返し確認することで事故やトラブルの防止につ

ながります。 全ては、児童・生徒たちが安心して学

校で過ごせるためのことですので、御理解いただけ

ますと幸いです。 

学校・家庭・地域が協力し、日々の歩みを大切にし

ながら、児童・生徒たちそれぞれの成長を支えてい

ける一年にしたいと考えています。  

 

「積小為大」の気持ちを大切にし、毎日の学びと生

活を丁寧につなげていきます。 

今後とも、本校の教育活動への変わらぬ御支援と

御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

■ 個別面談がはじまります 

教務主任 笠井 達矢 

本校では一年に３回の個別面談を設けております。 

学校だより

東京都立高島特別支援学校
 

令 和 ８ 年 ５ 月 号 

東京都立高島特別支援学校 

校 長  島 田  静 香 

令和８年４月 30 日発行 

中学部2年生作品 「こいのぼり」 



初回の個人面談期間は５月８日(金)から 14 日(木)

までの５日間です。 

保護者の皆様は担任に御家庭でのお子様の様子や、

身に付けさせたい力や、夢や期待や困っていること

などもお伝えください。 

 

～個別指導計画について～ 

特別支援学校は児童・生徒一人一人に応じた指導

を行うために、「個別指導計画」を作成しています。

個別面談は「個別指導計画」の計画・修正・評価・改

善の過程に保護者の皆さんが参画する大切な機会で

す。学校と保護者の皆様が協働すること大切です。

今回は「個別指導計画」について御紹介します。 

１ 個別指導計画とは？ 

 個別指導計画とは、お子さんの実態（現在の様子

や身に付けたい力など）をもとに、「この１年でどん

なことができるようになってほしいか」という目標

を立て、そのためにどのように指導・支援するかを

まとめた計画書です。 

 すべての児童・生徒に対して作成するもので、一

人一人の個性やペースに合わせた学びを保障するた

めの、本校で大切にしている取組です。 

２ 保護者のみなさんとともに 

 個別指導計画は、学校だけで作るものではありま

せん。御家庭のみなさんとともに作成してまいりま

す。計画を作る際には、保護者の方との面談を実施

し、「家庭での様子」「保護者が願うこと」を必ずお

聞きします。学校と保護者が力を合わせて、お子さ

んの成長を支えていく——それが個別指導計画の大切

な考え方です。 

３ 年間の配布スケジュール 

 個別指導計画は、前期（４月～９月）と後期（10

月～３月）に分けて作成しています。保護者の方へ

は、年３回お渡しします。 

【第１回】５月下旬～６月上旬 

 前期の「計画」をお渡しします。お子さんの今

学期の目標と支援の方針をご確認ください。 

【第２回】10月上旬 

 前期の「評価」と後期の「計画」をあわせてお

渡しします。前期の振り返りと、後期に向けた新

しい目標をご確認ください。 

【第３回】３月下旬 

   後期の「評価」をお渡しします。１年間の成

長の記録として、大切に保管していただければ

幸いです。 

 

個別面談で、担任からはお子様の学校での様子

を詳しくお伝えすると共に、どのような目標を設

定して、どのような手立てで指導・支援していく

計画かをお伝えします。担任とのやり取りを通し

て、個別指導計画をより良いものにしていきます 

 

■ 防災対策 避難訓練の目的 

               主幹教諭 鈴木 崇宏 

本校では、年間を通してさまざまな災害を想定し

た避難訓練を行っています。これらの訓練は、単に

決められた動きを覚えるためのものではなく、子ど

もたち一人一人の命を守る力を育てることを大きな

目的としています。 

① 自分の命を守る行動を身に付ける 

 地震や火災などの非常時には、周囲の状況を理解

し、落ち着いて安全な行動をとることが求められま

す。避難訓練を繰り返し行うことで、危険を感じた際

に「どうすればよいか」を体験的に学び、安心して行

動できる力を育てます。 

② 障害特性に応じた「分かる」訓練 

 知的障害のある子どもたちは、急な変化に不安を

感じやすい特性があります。そのため、本校では見

通しをもてる工夫や視覚的な支援を取り入れ、一人

一人が理解しやすい形で訓練に参加できることを大

切にしています。 

③ 教職員・地域と連携した安全確保 

 避難訓練は、教職員同士が役割を確認し、地域や関

係機関と連携する大切な機会でもあります。日頃か

らの備えと訓練の積み重ねが、災害時の迅速で的確

な対応につながります。 

 今後も、子どもたちが安心して学校生活を送れる

よう、実効性のある避難訓練と防災教育に取り組ん

でまいります。 



小1 小2 小3～6 中

全校１便下校

① ②

31 日

① ②

30 土

① ① ②

27 水 視力検査(小1) ①

①

29 金 中３ 社会見学 A 聴力検査(中1)

28 木 中学部１便下校 視力検査(小2)

① ②

26 火 ① ②

25 月
卒業生保護者の話を聞く会
(小６,中１,２,３年,保護者)

視力検査(小5)

② ②

24 日

23 土

②

22 金 セーフティ教室 ① ②

21 木
耳鼻科診(小低·4)
精神科健康相談(希望者) ① ① ②

① ② ② ①

20 水 歯科検診(小1·2)

19 火 中学部１便下校 眼科診(小2·4·6)

①

18 月 視力検査(中2) ① ②

17 日

① ②

16 土

15 金
腎臓糖尿病検査2次④
視力検査(AM小3·PM中1)

①

14 木
避難訓練(火災)
個別面談 終

全校１便下校 腎臓糖尿病検査2次③ ①

13 水 歯科検診(小3·4)

12 火 全校１便下校 心臓検診(小1·中1） ①

11 月 全校１便下校 視力検査(小6) ①

10 日

9 土

① ① ② ②

8 金 個別面談 始 全校１便下校 体重測定(小高) ①

7 木
眼科検診(小3·5·中3）
体重測定(小低)

6 水 振替休日

5 火 こどもの日

4 月 みどりの日

3 日 憲法記念日

令和８年度　５月行事予定
スクールバス発車時刻　短縮：短縮便１１：４０　①：１便１３：４０　②：２便１５：２０

日 曜 全校行事 小学部 中学部 保健
バス

2 土

1 金
安全指導日
災害伝言ダイヤル訓練

体重測定(中)



31 日


